


































群馬大学重粒子線医学推進機構重粒子線医学研究センター 髙 橋 昭 久
「地球は青かった」.人類史上初の有人宇宙飛行 (108分
間)から55年が経過し,今や国際宇宙ステーションでの1
年間程の長期滞在が可能となり,船外活動の機会も増して
いる.再び月へ,火星へと,有人宇宙探査に対する人類の夢
がつきることはない.
一方,宇宙空間は磁場と大気に守られている地上と異な
り,生物学的効果の高い重粒子線 (一粒子でも飛跡に沿っ
て重篤なDNA損傷を引き起こす)を含めて線質の異なる
混合放射線が低線量・低線量率で降り注いでいる.また,宇
宙空間は微小重力環境であり,月や火星では地上の1/6,1/
3の重力環境であるものの,宇宙放射線と重力環境変化と
の複合影響は未だ不明な点が多い.人類が安全に宇宙に進
出し,「宇宙に生きる」ためには,宇宙放射線と重力環境変
化との複合影響を正しく評価することは喫緊の課題であ
る.
幸いにも本学でテニュアトラックを獲得することがで
き,国内の大学で唯一の重粒子線治療装置を宇宙放射線影
響の基礎研究にも利用する機会に恵まれている.現在,こ
の千載一隅の好機を活かして,この複合影響を調べる切り
札として「世界初の疑似微小重力環境における高精度放射
線同期照射システムの開発」をすすめている.
本講演では,地球上の生命の誕生から進化におよぶ放射
線と生物のかかわりと,宇宙放射線の生物影響研究の歴史
とともに,この装置開発の現状を紹介したい.「宇宙に生き
る」ことを科学することで,健やかに「地球に生きる」ヒン
トが見つかることを期待している.
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